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前回（1091回例会）の記録
平成24年10月18日（木）

■ゲスト
立命館アジア太平洋大学4年生
柳鎮昱（ユウジンクウ）さん

■ビジター

■出席報告
 会　員　数　25名
 免 除 者 数 ２名
 対 象 者 数　23名
 本日出席者　18名
 欠 席 者 数 ５名
 出　席　率　78.26%

■前々回出席報告の修正
　前々回欠席者　　10名
　メイクアップ　　３名
　欠　席　者　　７名
　修正出席率　52.17%→　69.57%
●メイクアップ
　二反田（10/10中津）、清原（10/3中津）
　岡野（9/25中津中央）

●欠席者
　土居、小野、長野（修）、松本、矢頭、長野（定）、宇都宮

◉本日の例会プログラム ゲスト卓話「まちおこし～竹田～」
 竹田ＲＣ　菅　謹一郎氏 
◎次回例会プログラム ゲスト卓話「酸素カプセル メディカル」
 進　和美氏 
 

会長  渡 邉  文 敏　　幹事  辛 嶋  　崇　　会報担当  浪 治  　豊　二反田新一　　クラブ広報委員長  長 野  定 生

◎ロータリーソング　 あすという日が 

◎会長の時間　　会長　渡邉文敏
　1989年（平成元年）消費税３％が導入され、
その翌年バブル経済が破綻しました。以来、
今日までずっと経済は低迷しています。今の
若い人はバブルのはじける前の右肩上がりの日本経済が、
どんなに豊かで希望があった暮らしであったかを知りませ
ん。「昭和」で好景気が終わり、「平成」になってこの20年
間ずっと不景気が続いている実感があります。消費者物価
は、98年から下落を続けており、長引くデフレ不況から一
向に抜け出せそうにありません。その間、山一證券のよう
な大企業始め多くの中小企業が潰れました。東京商工リ
サーチの調べでは平成になってから昨年まで約332,000件
もの企業が倒産しています。この責任は誰にあるのでしょ
うか。先日、テレビの「太田総理」という番組の中で有名
な経済評論家の森永卓郎氏が「日銀を仕分けせよ」とぶち
上げていました。誰も賛同はしませんでしたが、確かに大
きな原因として、日本銀行の金融政策の誤りを指摘する声

もあるようです。リーマンショック以降、各国の中央銀行
はデフレ不況と戦うべくお札を大増刷して来ました。 市
場に貨幣を大量に供給する金融緩和を実行したのですが、
日銀だけは量的緩和をせずにデフレ誘導型の金融政策を採
り続けてきました。その結果として起こっているのが超円
高デフレです。デフレが続く限り税収が増えるわけがあり
ません。1990年度に60兆円あった税収は2010年度わずか
に41兆円と20兆円も税収が下がっています。今回の消費税
の増税は、さらに個人消費を抑制し、デフレを加速させる
事になるでしょう。
　先日、自民党の安倍総裁は来年４月に任期を迎える白川
総裁に、思い切った量的緩和を行うべきで、今のままでは
不十分と述べています。私も増税の前に金融政策の大転換
に踏み切るべきと思います。
 
◎幹事報告　幹事　辛島　崇 
●例会変更　別府、別府北、宇佐八幡、大
分、大分東、大分臨海、大分南、大分中央、
大分城西、大分1985（各RC）
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●週報受理　杵築RC
●幹事報告
・ロータリアン誌（英文）10月号
・中津大貞八幡宮菊花展に対する表彰状の依頼について

◎委員会報告　担当：プログラム担当　土居会員
　本日お配りした11月プログラムにミスがありますので修
正いたします。
・11/ １　会員卓話「ロータリー財団について」
　　　　 岡野重信会員
・11/22　向笠公園清掃 12：00 ～  

◎その他報告事項
　熊谷会員の退会にともなう二年理事の補充に梶原会員に
お願いいたしました。よろしくお願いいたします。

◎ニコニコボックス
〔梶原会員〕熊谷さんのあとに奉仕プロジェクトを担当とい
うことになりましたので、どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

◎ゲスト卓話
「私の留学生活」
米山記念奨学生
立命館アジア太平洋大学4年生
柳鎮昱（ユウジンクウ）さん

自己紹介
・1986年 韓国の大丘生まれ（今年26歳） 
・2002～2005年 慶北外国語高校在学 
・2005年 立命館APU入学 
・2006年～2010年 休学（兵役・仕事） 
・2010年～現在  
・2013年から東京勤務予定 

出身国紹介
大韓民国 
・21世紀唯一の分断国家 
・18歳～29歳のうち 約２年間の兵役 
　日本と最も近い近隣国家！ 

日本に来た理由
・もっと広い世界を見たい！  
・APUの多文化環境に興味!  
・充実した奨学金制度!  
・日本はアジア唯一の先進国! 

日本の印象 
１. きれい 
２. やさしい 
３. 先進国としての自負 

苦労した点 
１. 大分弁 
２. 物価
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〔渡邊会長〕梶原さん、お忙しい中をお引き受けいただきあ
りがとうございます。どうぞよろしくお願いいたします。
また、本日は柳さんに卓話をお願いいたします。よろしく
お願いいたします。

〔小野会員〕久々の司会で不手際が多くて申し訳ございませ
ん。次男がから揚げ屋を開業しました。隣接の畑を購入で
きました。総面積が1200坪になりました。皆さんのおかげ
です。ありがとうございました。

〔二反田会員〕SAA担当ですが、本日は例会時間ぎりぎりに
到着しました。司会の小野さんにもご迷惑をおかけしまし
た。

〔小路会員〕健康検査の結果、入院治療することとなりまし
た。皆さんにもご迷惑をおかけしますので、これを機会に
退会を考えていましたが、ここで皆さんのお顔を見ると
迷っています。退院後、経過をみて元気であれば続けて在
籍もと思います。

〔若松会員〕小路さんどうぞ退会のお考えは撤回願います。
例会の帰りの車のことも、どうぞご遠慮なくお声かけくだ
さい。

休学（兵役）
・人間的に成長
・大人になる時期
・家計が苦しくなり、2年間の仕事
・自力で貯蓄して復学

留学生活（2年生）
・プレッシャーを感じる時期　
・必死に勉強
・地域交流活動
・進路についての悩み

留学生活（3年）
・日本で就職することを決定
・学内での学生団体活動
　新入生支援団体（FLAG）
　新入生海外研修（FIRST）のTA
　　お金が底をつく！
　→学内活動を止めてバイトに集中！

新入生支援団体経験
・構成
　日本人と国際学生半々

韓国、中国、ベトナム、タイ、イン
ドネシアなど約10ヶ国出身の留学生

・問題
　日本人は日本人だけ固まる

留学生は言語の壁で積極的に行動で
きない

・私の提案
日本人と留学生の代表を1ずつ選出
代表が懸け橋になる

・結果
お互いの不満が円満に解決
日本人学生も留学生を仲間として認
める

・留学生も自信を持ち、積極的に行動

留学生活（４年）
・ロータリー米山奨学金の受給
　自分で学生団体を立ち上げる！
　“コーコリア（Co-Korea）”

コーコリアの活動
・韓国語教室運営
・学内文化体験イベント
・韓国在外国民選挙の広報活動
・韓国人だけではなく、日本人、タイ

人、シンガポール人のメンバーも参
加

留学生活で学んだこと
・自ら積極的に！
・皆が同じではないこと！
・尊重し合うこと！
・日本人の思いやり精神、平和を望む

気持ち

ロータリーの皆さんへ
・アルバイトではなく、課外活動がで

きたこと
・日本人の平和を望む気持ちがわかっ

たこと
　心から感謝申し上げます。
・もっと多くの留学生に恩恵を！


